
２０２１２０２１年年 6月号
災害件数 （令和３年５月１０日現在）

火災 ： 八女市　１２件　　　広川町　３件

　　　　 高速 ・ その他　０件

救急 ： 八女市　１，０１４件　広川町　２５１件

　　　　 高速 ・ その他　３件

八女消防本部公式 LINE アカウント開設しました
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第 44回
福岡県消防職員意見発表会

　令和 3 年 4 月７日（水）、
八女市民会館おりなす八女
にて第４４回福岡県消防職
員意見発表会が開催されま
した。　
　今回、この大会が数十年
ぶりに八女市で開催され、
八女消防本部の代表として
井手秀紀消防副士長が出場
しました。

八女消防本部の代表
として県大会出場

八女消防本部太鼓部炎太鼓の演奏　開催地三田村市長の挨拶



第 44回
福岡県消防職員意見発表会

 八 女 消 防 本 部 初 の 最 優 秀 賞 受 賞 八 女 消 防 本 部 初 の 最 優 秀 賞 受 賞

大 会 結 果大 会 結 果

暑い暑い夏を乗り切るため、熱中症予防・暑い暑い夏を乗り切るため、熱中症予防・
対策方法をしっかり身につけましょう！対策方法をしっかり身につけましょう！

暑さに敏感になりましょう。
からだで感じる暑さと実際の気温
は異なることがあります。

きちんと食事をとることも熱
中症予防です。特に朝ごはん
はしっかり食べましょう。

熱中症予防には水分補給が肝心です。
いつでもどこでも水分補給ができる
ように、飲み物を持ち歩きましょう。

体力がないお年寄りや子どもは、
熱中症にかかりやすいです。家族
やご近所同士で声をかけましょう。

夏に頑張りすぎは禁物です。疲れ
てる時は熱中症にかかりやすいの
で、休息をとるようにしましょう。

　季節の変わり目で暑さに体が慣れていないこの時期は、それほど気
温が高くなくても熱中症になる危険性があります。熱中症は正しい予
防・対策方法を知り、普段から気を付けることで防ぐことができます。に注意を！！

　井手消防副士長は、「喫緊の課題を前に」
というテーマで、人口減少や高齢化が進む中
で幼少期から防災意識を高める「少年消防ク
ラブ」の活動の重要性について、熱い想いを
発表しました。
　その結果、見事最優秀賞に選ばれ、第４４
回九州地区消防職員意見発表会に福岡県代表
として出場することとなりました。この快挙
は、八女消防本部として初めてのことであり、
地元開催に花を添えました。

受賞者には、副賞として八女石灯籠が贈呈されました。
左から最優秀賞、優秀賞、努力賞 3 名の順

最優秀賞　　八女消防本部　　　　　井手秀紀
優  秀  賞　　糸島市消防本部　　　　小田将嗣
努  力  賞　　久留米広域消防本部　　竹下大貴
努  力  賞　　宗像地区消防本部　　　松本大輝
努  力  賞　　北九州市消防局　　　　益田健士郎

～ 　 福 岡 県 消 防 職 員 意 見 発 表 会 と は  ～～ 　 福 岡 県 消 防 職 員 意 見 発 表 会 と は  ～

　県内２４消防本部の各代表消防職員が、業務に
対する提言や取り組むべき課題等について自由に
発表し、消防業務の諸課題に関するより一層の知
識の研鑽や意識の高揚を図ることを目的として、
毎年開催されているものです。



風水害 に備えて風水害 に備えて

最優秀賞　　八女消防本部　　　　　井手秀紀
優  秀  賞　　糸島市消防本部　　　　小田将嗣
努  力  賞　　久留米広域消防本部　　竹下大貴
努  力  賞　　宗像地区消防本部　　　松本大輝
努  力  賞　　北九州市消防局　　　　益田健士郎

　今年もまた、梅雨や集中豪雨、台風などの風水害が発生しやすいシーズンを迎えます。
　みなさん、風水害対策は出来ていますか？
　以前は数十年に一度と言われていた大規模な自然災害が、全国各地で毎年のように発生し、甚大な被害
をもたらしています。
　近年の災害は、私たちの想定をはるかに超えた規模で発生し、今までの常識では対応しきれません。自
然の猛威を未然に防ぐ事は困難ですが、事前に対策や備えをすることで、災害の被害を減らす『減災』を
行うことができます。
　シーズンを迎える前に、何を行うべきか家族や地域で話し合ってみてください。私達一人ひとりのちょっ
とした工夫や気づきが、減災へとつながります。自分や家族、地域の安全を守るため、協力して災害に備
えましょう。

POI NTPOI NT

いつ災害が発生しても対応で
きるよう、備蓄品や常備品を
備えておきましょう。

備蓄品や常備品を備蓄品や常備品を
日頃から準備日頃から準備

４４

POI NTPOI NT

災害の前兆現象や、災害時の
注意や対処法など災害を知る
ことで、災害前に対策や準備
をすることができます。

災害についての災害についての
正しい知識正しい知識

３３１１POI NTPOI NT

自 助 と 共 助自 助 と 共 助

災害時、自助、共助が減災へ
の大きな力となります。日頃
から自分に何ができるかを考
えておきましょう。

５５POI NTPOI NT

家族間での家族間での
防災会議防災会議

発災時、家族皆が一緒にいる
とは限りません。家族で連絡
方法や避難場所を確認してお
きましょう。

６６POI NTPOI NT

共助には、地域のつながりが
大切です。日頃から声をかけ
あい、助け合える関係を築い
ておきましょう。

地域とのつながり地域とのつながり
を大切にするを大切にする

２２POI NTPOI NT

地域の避難場所や地域の避難場所や
危険区 域 の 確 認危険区 域 の 確 認

ハザードマップ等で、自分が
住む地域の避難所や危険区域
等を確認しておきましょう。

みん な で 確 認 し よ う

みん な で 確 認 し よ う

風水害への　 つの備え風水害への　 つの備え６６



　救急だけでなく、消防隊や救助隊など様々
な分野で活躍できる消防士になり、住民の方々
の命を一人でも多く救えるように日々努力し
ます。

　幼い頃に憧れた消防士、皆
様に頼っていただけるような
消防士になれるよう、鋭意努
力してまいります。

野中　裕之
（のなか ひろゆき）

出身地 /　八女郡広川町
２５歳

救急救命士資格保有

荒木　勇丞
（あらき ゆうすけ）

出身地 /　久留米市
２３歳

人の命を助けるために自分自身の精神
面、体力面を鍛えます。信頼される消
防士となれるよう、誠心誠意努めて参
ります。

木下　僚太
（きのした りょうた）

出身地 /　八女市
１８歳

　消防学校で勉学や
体力錬成を頑張り、
一人前の消防士に近
づけるように精進し
ます。

小林　龍拓
（こばやし たつひろ）

出身地 /　八女市
２４歳

消 防 学 校 で の 訓 練 風 景

TOP IC
S

TOP IC
S

ホワイトシャッタープロジェクトとは！？ホワイトシャッタープロジェクトとは！？

事 業 の 流 れ
・ＰＦＩ機構が本プロジェクトに協賛した民間企業から協賛金を受け取ります。・ＰＦＩ機構が本プロジェクトに協賛した民間企業から協賛金を受け取ります。
・協賛社のロゴを消防車両のシャッターの一部に協賛表示します。・協賛社のロゴを消防車両のシャッターの一部に協賛表示します。
・各自治体は、協賛表示したシャッターの枚数に応じて、ＰＦＩ機構から・各自治体は、協賛表示したシャッターの枚数に応じて、ＰＦＩ機構から
　ホワイトシャッターポイント（以下『ポイント』という。）の割当てを受けます。　ホワイトシャッターポイント（以下『ポイント』という。）の割当てを受けます。
・各自治体は、ポイントを必要な消防・救急資機材等と交換します。・各自治体は、ポイントを必要な消防・救急資機材等と交換します。

民間企業と自治体連携による消防・救急・防災現場等への支援プロジェクトです。民間企業と自治体連携による消防・救急・防災現場等への支援プロジェクトです。
　限られた予算の中で、頻発する災害、超高齢社会に伴う救急出動等　　限られた予算の中で、頻発する災害、超高齢社会に伴う救急出動等　
　　　に対応しなければならない自治体の力になりたい。　　　に対応しなければならない自治体の力になりたい。
　　　　　　　そのような思いからこのプロジェクトは始まりました。　　　　　　　そのような思いからこのプロジェクトは始まりました。

八女消防本部は、一般社団法人ＰＦＩ開発支援機構が実施する
ホワイトシャッタープロジェクト事業に参画します。

出動機会の増加 限りある予算急な機材の
破損・故障

消防・救急の現場で起きていること消防・救急の現場で起きていること

協 賛 金協 賛 金 消防車両の企業
ロゴ掲載枠を提供

消防・救急物資を
物品寄付

消防車両への企業
ロゴ掲載

協 賛 社協 賛 社 自治体自治体

詳しくは八女消防本部詳しくは八女消防本部
公式ホームページを公式ホームページを
ご覧ください。ご覧ください。

　誰もが安心して暮らせる地域を創るために、
消防組織の強化、資機材充実が不可欠です。
　企業の皆さまは、消防車両のシャッターに企
業ロゴ等を協賛表示いただくことで、地域の皆
さまに広くアピールすることが可能です。企業
の皆さまからのご支援をお待ちしております。

　４月６日から嘉麻市にある福岡
県消防学校に入校し、消防士とし
て知識・技術を学んでいます。
　半年間の厳しい研修を経て、９
月末から八女消防本部の各所属で
勤務しますので、よろしくお願い
します。

　今年の４月から、八女消防本部
に４名の新しい新人が消防士とし
ての第１歩を踏み出しました。

新規採用者の紹介新規採用者の紹介


